
 

 

                   平成 2８ 年 ６ 月 15 日発行 

佐賀県立唐津工業高等学校図書館 

リオ五輪にかけたアジア対戦に刺激・・・2016 佐賀県高校総体で唐工も大健闘！！ 

三年生にとって高校生、最後の大舞台インターハイ！ 部活で三年間頑張ってきた監督・コーチと部員、先輩と後輩。仲間

と競争しながらも支えあい、助け合った楽しかった時間。決して楽しいだけじゃない、辛いことのほうが多い毎日の過酷な練習。

でも、自分が大好きな部活だから頑張れる。とにかく好きだから・・・。凹んだとき、何度も気合を入れてくれる仲間の「ファイト～」

の声にずっと支え続けられたこと。かけがえのない時間があったからこそ辛い練習も乗り越えられたこと。 

目にはみえないので、自分には分からないけど、経験がちゃんと身につき力になっているからこそ、競技のとき自分に臆する

ことなく自立した戦いができるのだと思います。  ～ひとりはみんなのために、みんなは一人のために～ 

優勝をもぎとり輝くのも素晴らしいですが、一人ひとりが胸を張って笑えるように。恥じることのない悔し涙を流せるように戦え

ばいいと思うのです。唐工チームが心をひとつにして対戦した激闘ぶりに御礼の言葉をのべます。感動を「 ありがとう！！」。 

部活で育んだ心・技・体の成長＆実力は、子供でもない大人でもないﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄ世代のあなたたちが大人になってきた証し。

好きなものにまっすぐ向かっている時は、仲間との人間関係も日常生活も充実するものです。多数の部活入部オススメです。 

頑張ることが楽しい。努力することが楽しい。と思える人は毎日の過ごし方が変わり、きっと、また何かに頑張りたくなりますよ。 

平成 28 年度 高校生ものづくりコンテスト佐賀県大会 6 月 11 日（土） 

競技種目は、旋盤・電気工事・木材加工･測量。ハードな日程の中で日々厳しい練習をこなし、めきめき上達した技術。

脈々と受け継がれてきた先輩たちの伝統を背負いながら技能を競った佐賀県大会。唐工代表として出場した経験は、あなた

にとって生涯忘れられない誇りでしょう。繰り返す試行錯誤と秘めた伸びしろは、未知への夢に繋いでいってください。 

６月 19 日の“ 桜桃忌 ”ってなんのこと？ 

・桜桃忌（おうとうき）は、1948 年 6 月 13 日に 39 歳で愛人と入水自殺した小説家：太宰 治の忌日の意味。 

遺体が発見された６月 19 日を命日とし、墓のある東京都三鷹市の禅林寺での法要イベントは毎年恒例に。 

法要には、死後 68 年経った今も全国各地から太宰 治ファンが参拝に訪れる人が止まないとか。凄いですね。。 

・晩年の作品「桜桃」から同郷の小説家：今 官一が命名。 ６月 19 日は太宰 治の誕生日でもあります。 

・６月は、桜桃 のシーズン。果実を桜ん坊（さくらんぼう）ともいいます。 

桜桃の珠玉の美しさは、太宰 治の人生と作品のイメージが 

ピッタリだとは思いませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 貸出冊数 学 科 学年 氏  名 

1 32 建築科 ３ 村上 大悟 

2 19 電気科 2 松尾 登貴久 

3 17 機械科 2 脇山 友勝 

4 16 建築科 3 小松 稜司 

5 15 電気科 １ 岩村 真裕 

 15 機械科 １ 山中 淳志 

6 11 建築科 ２ 對間 芽衣 

7 10 機械科 １ 笠村  隼 

8 9 建築科 ２ 國分 鈴奈 

 9 建築科 2 坂田 侑香 

9 8 機械科 １ 原口 友大 

 8 土木科 ３ 岩本 泰卓 

10 7 土木科 ３ 井上 真宏 

 7 機械科 １ 前田 晏利 

第３号 June･水無月 “ 水の月 ”田に水を張る必要がある月 
み な づ き 

超・難・読・漢・字   ～果物編 ～ 

 

・鰐梨（わになし）            アボカド 

 

・実芭蕉（みばしょう）           バナナ 

 

・映日果（えいじつか）           イチジク 

 

・支那猿梨（しなさるなし）           キウイ 

 

・鳳梨（ほうり）             パイナップル 

 

あなたはいくつ読めましたか？？   （     / ５ ） 

図 書 館 だ よ り 

・日本の小説家         ・血液型：AB 型 

・生没：1909(明治 42) 6.19～1948（昭和 23） 6.13（39 歳） 

・著書：「走れメロス」「斜陽」「人間失格」「桜桃」 etc.… 【 5 月の個人貸出 ベスト 10 】 

2016.5.1～5.31  敬称略 

/ 
＊＊＊ 読書から広がる「世界」と「自分」。＊＊＊ 


